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ご
購
読
は

こ
ち
ら
か
ら

令
和
4
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

す
べ
て
の
行
い
は
大
悲
か
ら

比
叡
山
１
面

０
３
０
８
０
１

井
❶
尚
❷
岡
❸
尚
❹
井
❺
尚

比
叡
山
で
は
降
雪
も
ひ
と
段
落
つ
き
、
陽
光
が
時
折
差
し

込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ
る

毎
年
三
月
の
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
東
日
本
大
震
災
を
思
い

出
し
ま
す
。
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
十
四
時
四
十
六
分
ご

ろ
発
生
。
三
陸
沖
の
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
百
三
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
で
、
深
さ
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
震
源

と
す
る
地
震
で
し
た
。
発
生
か
ら
十
一
年
と
い
う
年
月
が
過

ぎ
た
今
で
も
、
そ
の
地
震
の
恐
ろ
し
さ
や
津
波
被
害
の
記
憶

が
鮮
明
に
蘇
り
ま
す
。

延
暦
寺
で
は
毎
年
震
災
当
日
に
阿
弥
陀
堂
に
お
い
て
慰
霊

法
要
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
台
座
主
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
御
霊
が
お
念

仏
に
よ
り
西
方
極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
様
の
も
と
へ
導
か
れ
る

よ
う
に
と
読
経
の
声
が
響
き
ま
す
。

大
震
災
発
生
直
後
の
当
時
、
比
叡
山
か
ら
山
形
県
と
宮
城

県
の
お
寺
へ
お
米
な
ど
の
支
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

み
、
運
び
届
け
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
早
朝
に
出
発
、
道
中

交
代
で
運
転
と
仮
眠
を
と
り
つ
つ
現
地
へ
向
か
い
、
限
ら
れ

た
時
間
の
な
か
、
お
見
舞
を
申
し
上
げ
、
物
資
を
必
要
と
し

て
い
る
各
お
寺
へ
届
け
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

お
寺
は
信
仰
の
場
で
あ
り
、
葬
祭
や
布
教
の
場
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
と
強
い
結
び
つ
き
の
も

と
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た
。
災
害
時
お
寺
へ
物
資
を
運
び
入

れ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
地
域
の
方
々
へ
届
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

過
去
に
は
災
害
が
幾
度
と
な
く
お
こ
り
、ま
た
昨
今
に
は
、

近
未
来
に
大
き
な
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は

甚
大
な
被
害
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
般
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
に
密
を
避
け
る
よ
う
に
指

導
さ
れ
る
現
在
に
お
い
て
は
、
震
災
や
災
害
発
生
時
の
避
難

所
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
形
で
被
災
者
の
皆
さ
ん
を
お

支
え
す
る
こ
と
事
は
難
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
を
念
頭
に
、
お
寺
と
し
て
、
ま
た
個
人
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
な
の
か
を
考
え

る
時
期
に
き
て
お
り
ま
す
。
震
災
か
ら
十
一
年
を
き
っ
か
け

に
、
最
澄
様
の
お
言
葉
「
一
隅
を
照
ら
す
」「
己
を
忘
れ
て

他
を
利
す
る
」
を
現
在
社
会
に
沿
っ
た
形
で
実
践
で
き
る
よ

う
い
ま
一
度
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

東東日日本本大大震震災災をを思思いい出出ししてて

東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要
に
て
被
害
者
の
御
霊
を
悼
み
焼
香
を
手
向
け
る
参
拝
者
（
令
和
３
年
３
月
１１
日
）
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宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
東
京
・
九
州
・
京
都
の
各
国
立
博
物
館
に

て
昨
年
１０
月
１２
日
か
ら
本
年
５
月
２５
日
に
か
け
、
伝
教
大
師
１
２
０
０
年
大
遠
忌
記
念

特
別
展
「
最
澄

と
天
台
宗
の
す
べ
て
」（
東
京
国
立
博
物
館
、
天
台
宗
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
読
売
新
聞
社
、
文
化
庁
主
催
）

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
号
で
は
、
九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
に
て
３
月
２１
日
ま
で
行
わ

れ
て
い
る
同
展
の
内
覧
会
を
取
材
し
、
代
表
的
な
展
示
品
の
紹
介
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る

独
自
の
発
展
を
わ
か
り
や
す
く

随
所
に
工
夫
で
優
し
い
展
示

か
つ
て
九
州
の
地
は
、
宗

祖
伝
教
大
師
を
は
じ
め
多
く

の
祖
師
方
や
僧
侶
が
入
唐
求

法
の
夢
を
抱
き
大
陸
を
目
指

さ
れ
た
拠
点
で
あ
り
、
ま
た

海
外
と
の
玄
関
口
と
し
て
大

い
に
栄
え
た
。
現
在
九
州
国

立
博
物
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
て
い
る
特
別
展
「
最
澄
と

天
台
宗
の
す
ベ
て
」
で
は
、

西
日
本
地
域
の
山
岳
信
仰
に

焦
点
を
当
て
、
数
多
く
残
る

天
台
宗
所
縁
の
寺
院
等
か
ら

国
宝
２３
件
、
重
要
文
化
財
６９

件
を
含
む
約
１
２
０
点
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

今
特
別
展
で
は
、
東
京
、

九
州
、
京
都
の
各
会
場
で
テ

ー
マ
を
統
一
し

・
第
一
章

最
澄
と
天
台
宗
の
始
ま
り

�
祖
師
ゆ
か
り
の
名
宝

・
第
二
章

教
え
の
つ
ら
な
り

�
最
澄
の
弟
子
た
ち

・
第
三
章

全
国
へ
の
広
ま
り

�
各
地
に
伝
わ
る

天
台
の
至
宝

・
第
四
章

信
仰
の
高
ま
り

�
天
台
美
術
の
精
華

・
第
五
章

教
学
の
深
ま
り

�
天
台
思
想
が
生
ん
だ

多
様
な
文
化

・
第
六
章

現
代
へ
の
つ
な
が
り

�
江
戸
時
代
の
天
台
宗

の
六
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

九
州
会
場
で
は
、
特
に
第

三
章
の
「
全
国
へ
の
広
ま
り

―
各
地
に
伝
わ
る
天
台
の
至

宝
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

「
六
郷
満
山
」
を
始
め
と
し

た
独
自
の
宗
教
観
が
表
現
さ

れ
た
九
州
ゆ
か
り
の
宝
物
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

各
章
に
登
場
す
る
人
物
が
相

関
図
で
示
さ
れ
て
解
説
さ
れ

る
ほ
か
、
同
館
教
育
普
及
チ

ー
ム
に
よ
る
北
嶺
回
峰
行
の

体
験
パ
ネ
ル
作
成
等
、
各
所

に
担
当
学
芸
員
の
工
夫
が
見

ら
れ
、
初
め
て
の
方
で
も
天

台
の
教
え
や
祖
師
方
の
足
跡

や
み
教
え
、
修
行
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
、
優
し
い
展
示
が

心
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

期
間
中
に
は
、
僧
侶
に
よ

り
御
朱
印
が
授
与
さ
れ
る
。

他
に
は
な
い
展
示
方
法

九
州
の
特
色
を
上
手
く
表
現

同
展
の
開
催
前
日
と
な
る

去
る
２
月
７
日
午
前
１０
時
３０

分
、
九
州
国
立
博
物
館
で
は

関
係
者
を
招
い
た
内
覧
会
を

執
り
行
っ
た
。
挨
拶
で
は
ま

ず
島
谷
弘
幸
九
州
国
立
博
物

館
館
長
が
、「
我
が
国
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
大
き

な
一
つ
を
成
す
天
台
宗
を
冠

す
る
展
示
に
、
研
究
者
人
生

の
う
ち
に
今
回
で
三
度
も
関

わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
非
常

に
あ
り
が
た
い
」
と
感
想
を

語
っ
た
。

続
い
て
阿
部
昌
宏
天
台
宗

宗
務
総
長
は
、「
自
坊
が
九

州
西
国
霊
場
の
一
つ
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
若
い
頃
か
ら

す
べ
て
の
霊
場
を
巡
拝
し
て

き
た
。
九
州
は
当
時
海
外
と

の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
、
伝

わ
っ
た
仏
教
も
∧
六
郷
満

山
∨
の
よ
う
に
神
仏
習
合
と

い
う
形
で
独
自
の
発
展
を
遂

げ
た
。
今
般
の
展
示
で
は
そ

の
特
色
が
非
常
に
良
く
表
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
喜
び

を
明
ら
か
に
し
た
。

最
後
に
水
尾
寂
芳
延
暦
寺

執
行
は
、「
∧
最
澄
と
天
台

宗
の
す
べ
て
∨
は
、
大
変
野

心
の
強
い
題
と
思
え
る
が
、

当
時
の
日
本
の
文
化
は
∧
天

台
∨
と
い
う
言
葉
で
表
す
こ

と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
は
全

て
の
人
々
の
無
意
識
の
な
か

に
根
付
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
言
及
し
た
。
ま
た
そ

の
上
で
「
比
叡
山
の
住
職
で

も
横
川
地
域
の
本
堂
で
あ
る

横
川
中
堂
ご
本
尊
の
聖
観
音

さ
ま
を
こ
れ
ほ
ど
近
く
で
拝

す
る
の
は
初
め
て
。
九
州
会

場
な
ら
で
は
の
非
常
に
あ
り

が
た
い
展
示
」
と
気
持
ち
を

語
っ
た
。

重文

聖観音菩薩立像
一軀 木造素地、戴金 平安時代・十二世紀 滋賀 延暦寺蔵

横川中堂のご本尊を周囲３６０度から目前で拝することが出来る九州
会場のみで最大の勝縁。豊かな腰回りと衆生を救うがごとく左足を
わずかに踏み出だされるお姿に時を忘れ魅入ってしまう

特設のエリアでは比叡山の「千日回峰行」を体験記を
交え詳しく紹介している

菊竹清訓氏により設計された九州国立博物館の外観。ダブル
スキンガラスを使用し大屋根が周囲の山並みに溶け込むよう
な緩やかな曲線を描く

島谷館長（中央）に横川地域出土の「国宝金銀鍍宝相華
文経箱」についての想いを語る水尾執行（左）、阿部総長

入
唐
求
法
の
拠
点
と
し
て
祖
師
方
の
足
跡
遺
す

山
岳
信
仰
に
焦
点
を
当
て
展
示

菩
薩
遊
戯
坐
像（
伝
如
意
輪
観
音
）

等妙寺は鎌倉時代末期に創建された天台系の山岳寺院で、天台宗の戒律復興運動を受けた
「遠国四箇戒場」の一つとして中世を通じ興隆した。本像は如意輪観音像として信仰を集
めた（右手前は像内部に納められた五輪塔を３Ｄプリンターにて再現したもの）

重
文

太
郎
天
及
び
二
童
子
立
像

六郷山を統括した長安寺に伝わる。像内には造立年や造像関係者名の他不動種
こ ん が ら せ い た か

子や不動十九観などが記される。脇侍の二童子が、矜羯羅、制睹迦を思わせる
ことから、不動明王の化身として六郷満山を修する行者の守護神とされた
（九州会場のみでの展示）

六所宝塔のうち福岡・宝満山の宝塔（竈門山分
塔）の建立経緯を知ることができる貴重な資料

内覧会後には阿部総長導師のもと、特別展の円成とコロ
ナ禍の早期終息を祈る法要が執り行われた

右
宝
満
山
遺
跡
群
出
土
品

（
推
定
六
所
宝
塔
跡
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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重文

多聞天立像
重文 性空上人坐像 慶快作

一軀 木造彩色 鎌倉時代・正応元年（一二八八） 兵庫 圓教寺蔵
座主猊下が長吏を務められた書寫山圓教寺を開山。性空は３６歳で出家後、霧島山や背振山
など九州の山岳を遊行し、後に書寫山に止住。ゆかりの地には今も伝説が残っており、信
仰を集めている。実物は写真では表現できない迫力、力強さが感じられる

一軀 木造彩色（現状素地） 平安時代・十二世紀 佐賀 大興善寺蔵
今号「時事僧論」執筆の神原玄應望擬講大僧正の自坊、古刹大興善
寺の寺宝

一
軀

木
造
彩
色
、
戴
金
・
玉
眼

鎌
倉
時
代
・
十
三
世
紀

愛
媛
等
妙
寺
蔵

三
軀

木
造
彩
色
（
現
状
素
地
）

平
安
時
代
・
大

治
五
年
（
一
一
三
〇
）

大
分
長
安
寺
蔵

左
重
文

太
宰
府
牒

（
石
清
水
八
幡
宮
文
書
の
う
ち
）

一
件
、
四
点

平
安
時
代
・
九
〜
十
世
紀

福
岡
太
宰

府
市
教
育
委
員
会
蔵

一
通
（
一
巻
の
う
ち
）
紙
本
墨
書

平
安
時
代
・
承
平
七

年
（
九
三
七
）

京
都
石
清
水
八
幡
宮
蔵




